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１． ジョージア工科大学での研究活動 

 

所属ラボでは神経科学の研究を行っており、私は反復性軽度外傷性脳損傷（repetitive mild 

Traumatic Brain Injury, 以下 rmTBI と記載）という疾患のプロジェクトに携わっていました。rmTBI

とは頭への衝撃や強い振動が脳へ伝わり、それが原因となって認知機能低下や記憶障害、身体麻痺

など様々な症状が引き起こされる状態のことです。頭部への衝撃を日常的に繰り返し受けるスポー

ツ選手や兵士などだけではなく、交通事故などが原因であらゆる人にとって罹患する可能性が高い

疾患であることから、rmTBI のメカニズム解明と治療法の確立が必要とされています。 

所属ラボでは rmTBI の諸症状の一つである認知機能の低下を仲介するものとして、脳の免疫シス

テムに着目し研究を行っていました。脳の免疫を司るミクログリアという細胞は、外部からの衝撃

を受けて死んだ細胞からのシグナルを受けて活性化され、死細胞を分解する働きを持っています。

仮説としては、この活性化が過剰に起こった結果、認知機能の低下という悪影響が及ぼされている

のではないかというものでした。 

私が取り組んでいたこととしては、活性化ミクロ

グリアを定量的に測定するための手法の確立でし

た。具体的にはウェスタンブロットという、特定の

タンパク質の存在と量を確かめることができる手法

を、ミクログリア細胞用に整備するという内容でし

た。ウエスタンブロットはサンプル調整、電気泳動、

膜転写、抗体反応など多くの操作を必要とするため、

上手くいかない原因になりそうな要素を分解し、一

つずつ条件を変えて実験する方針で行いました。 

 

２． 研究活動における日米の違い 

① 研究のやり方の違い 

 最も印象に残っているのは、アメリカでは「最小の労力で最大の成果を出す」ことに価値が置かれ

ているということです。ここで言う労力は実験など、実際に手を動かす活動のことです。これは初週

のオリエンテーションで Prof. Takayama がおっしゃっていて、その後 2 か月間研究室の様子を見て

実感したことでした。私のラボでは（解析系のラボだったこともありますが）毎日実験をしている人

は少なく、また他のラボの話を聞いていても、ディスカッションや週次ミーティング、ジャーナルク

ラブなど、アイデアを練り上げることに多くの時間を割いている印象でした。ただ実験をして新しい

データを得られれば良いのではなく、「なぜこの新しいデータは重要なのか？」「この実験は分野にど

んな影響を及ぼすのか？」ということを考えたうえで、critical な実験を選択することに重きを置くよ

うです。必ずしも長い時間・多くの実験をすることが正義ではないというのは、日本の研究室の価値

観と異なると感じました。 

 

Fig. 1 ミクログリア活性化の機構 



② キャリアの考え方 

日本に比べて柔軟なキャリア設計をしている方がアメリカには多いと感じました。ホストラボの

Lab technician（技術補佐員、ラボテク)の方は、1 年間ラボテクとして研究経験を積んで、来年 Ph.D.

コースに申し込むつもりだと言っていました。またメンターも、高校・大学の途中まで音楽専攻だっ

たが大学の途中から化学主専攻・心理学副専攻に変更し、Ph.D.では生物・医学に分類される神経学

を研究しています。日本だと学部から大学院に移るときに一定期間ほかのことをしたり専攻分野を変

えたりするのは一般的ではなく、むしろ就活などでデメリットとして捉えられることが多いと感じて

います。一方アメリカでは「なぜこの選択をしたのか」「私にとってなぜこの期間が必要なのか」とい

う理由を論理的に説明できさえすれば、どんな進路も世間に受け入れてもらえる印象です。なんとな

く敷かれたレールの上を歩むのではなく、個々人が現状と理想のギャップを考えて次のステップを選

択していけるアメリカの環境は好きです。 

またそれ以外の違いとして、子育てをしている方を含め、女性のポスドクが Georgia Tech のラボ

には多いと思いました。同じ大学という機関でも、私が所属している名古屋大学工学部では女性のポ

スドクの方はあまり見かけません。また、Georgia Tech の研究室にはアジア出身の学生がたくさんい

ましたが、そのうちの大部分は韓国または中国出身の学生で、日本出身の学生の割合は人口に対して

かなり少ないと感じました。 

 

③ 学生の立場について 

 ポスドクの人が、割り振られた仕事が多すぎる、PI に交渉したが調整してもらえなかったと言って

嘆いていたことがありました。日本では修士・博士課程の学生は授業料を払いますが、アメリカの

Ph.D.学生はラボに雇われている立場です。そのため割り振られた仕事が多い場合、日本の学生は学

生の立場を活かして強気でボスに交渉できる気がしますが、アメリカだとそれが自分の評価に直結す

るため、仮に理不尽な仕事をやることになっても強気の交渉がしづらいのかもしれないと思いました。

学位取得のための金銭的負担はアメリカの方が小さいですが、精神的負担・プレッシャーはアメリカ

の方が大きいと思うようになりました。 

 

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等 

① おおらかさ 

基本的に、誰が何をしていても誰も気にしないおおらかな雰囲気がありました。人の目を気にしが

ちな私にはこの雰囲気はとても居心地がよかったです。また、建物の中ですれ違った人と気軽に挨拶

する習慣も好きでした。そこから雑談が始まって仲良くなることもあるし、分野が近い人と会話する

中で研究について新たなアイデアをもらえることもあるようです。私は人と雑談するのがあまり得意

ではないという自覚があるのですが、将来様々な人と共に研究を行うにあたり、研究以外の話題で会

話して仲良くなる術は身に着けておいた方が良いかもしれないと思いました。小さいですが重要な目

標ができました。 

 

② ホテルでの出来事 

 空港やレストランで愉快な（決して皮肉ではないです）接客を受けましたが、それについては他の

Fellows も書いていると思うので割愛し、ここではホテルでの珍事件について書きたいと思います。



一番カルチャーショックを受けたのがアトランタに到着した日でした。ホテル個室のドアの建付けが

悪すぎて全身の力をかけて肩で押し込まないと閉まらなかったり、お湯を沸かす小さい鍋のふたがあ

ると思ったら鍋本体の方はなぜか置いてなかったり、極めつけは踏み込むとじゅわっと水分が染み出

すほどカーペットが濡れていたりしました。あと料理中に換気扇を回すのを忘れて火災報知器を鳴ら

してしまい、「ホテルの人が部屋まで来たら事情説明しなきゃ、不安だし恥ずかしいなあ…」など悶々

としていたのですが、その後ホテルの人が部屋に訪ねてくることはありませんでした。安心したと同

時に安全管理の面でこれで大丈夫なのかと心配になったのを覚えています。 

このように日本ではありえないことの連続でしたが、アメリカではルールがきっちりしていないが

故に交渉次第では柔軟に対応してもらえると感じることが多かったです。また、ハウスキーパーさん

によって掃除ルーティンにが異なるようで、たまにタオルやトイレットペーパーを華やかな折り方で

置いてくださる人がいて和みました。常時安定した質の高いサービスを受けられる日本の素晴らしさ

を再確認しましたが、アメリカの個性と突っ込みどころ満載の接客もだんだん癖になってきています。

ただしトラブルがあっても相手にしてもらえないことも多いので、そういう時にちゃんと対応・抗議

できるようにしておかないとかなり大変だとは思います。 

 

４．本プログラムに参加の成果・意義 

 私が Nakatani RIES で得た最大の財産は、優秀な人たちとの関わりだと思っています。特に JP fellows

とは約 2 か月間一緒に生活し、彼ら彼女らの個性・考え方・生き様に毎日感動していました。JP fellows

は”Study hard, play hard”を体現したような人たちで、メリハリをつけて両方 100%で取り組んでいまし

た。私は不器用な性格で、やるべきことが残っているうちは遊ぶ資格なんて無いという変な縛りを自分に

かけて生きてきたのですが、みんなが毎日研究で成果を出しながら楽しいこともしっかりやっているのを

見て、両立って可能なのか、これこそ優秀な人たちの生き方なんだと、思い込みが剥がれ落ちた感じがし

ました。また JP fellows の、頑張りたいことを互いに躊躇なく宣言でき、応援しあえる雰囲気は本当に尊

いものだと思います。私は今まで「将来 Ph.D.を取りたい」「英語で科学を学ぶ練習に留学生向けの講義

に参加している」みたいなことを友人に言うと、いわゆる意識高い系のような扱いを受けて居心地が悪く

なってしまうことがよくありました。それが原因で自分のパーソナリティを表現することが億劫になって

しまい、もっと頑張りたい気持ち、もっとやれるはずだという自己実現欲求がどんどん麻痺していた気が

します。しかし Nakatani fellows は国際的な研究者になる夢を共有していることもあり、高い志を言葉に

しても驚くどころか共鳴できる人ばかりです。学部 3 年生という若い時期に彼ら彼女らと研究生活・日常

生活を共にし、鮮やかな生き方を思い出させてもらえたことは、この上なく幸運だったと思います。今年

の参加者は私以外が東京と京都・大阪に固まっており、名古屋からの参加者は一人でしたが、帰国後も JP 

fellows がそばにいるつもりで、また次に会ったときに日々積み重ねたことを誇れる自分でいられるよう

に、毎日の活動を頑張ることができています。 

また、海外で研究者として働くことについてより詳細なイメージが掴めるようになったことも収穫の一

つです。まず大きな変化として、海外で働くのを特別なことだと思わなくなりました。Georgia Tech の研

究室で活動したという経験が自信につながり、日本を出てアメリカで働くことへの心理的な段差が小さく

なりました。例えるなら、地元の名古屋を離れて新幹線で東京に行って数年間働くのと、母国日本を離れ

て飛行機でアメリカに行って数年間働くのは、本質的にはそこまで違いはないんだと考えるようになりま

した。もちろん言語や文化は異なりますが、言語は訓練を積めば良いし、文化の違いによる苦労はローコ



ンテクストな日本でも起こり得ることだと思います。プログラム参加前の私は伊国と英国に 1 週間ずつ行

ったことがあるだけで長期間海外生活をした経験はありませんでした。そのため、海外というものに典型

的な憧れ、言ってしまえば、海外で働けばきっとキラキラした毎日が送れるのだろうというような幻想を

抱いていました。Nakatani RIES プログラムとして過ごしたアメリカ生活は間違いなく輝いていましたが、

一般的に単身渡米する場合、アメリカでの生活を豊かにできるのは、日本でも豊かな生活を送っている人

なんだということに気が付きました。このように、海外で働くということを現実的なレベルで、自分事と

して捉えることができるようになりました。Nakatani RIES 参加後の私が描いている進路として、アメリ

カでの Ph.D.取得という目標は変わっていませんが、学部卒業後に日本で Master を取得してから米国

Ph.D.コースに入学するという選択肢が新たに加わりました。理由としては、知識をつけるうえで母国語

に効率が勝るものは無い、とこの 2 か月間で感じたからです。このように、夢見がちな私は Nakatani RIES

を通し、進路について現実的な次の一歩を考えることができるようになりました。 

用紙が 100 枚あっても書ききれないくらいたくさんのことを体験し、考え、学ぶことができた 2 か月

でした。大げさかもしれませんが、本プログラムを通して研究者としてだけではなく、人間としての土台

の部分に最高級の肥料を与えていただきました。この 2 か月間の全ての瞬間が、今後私が生きていく中で

ずっと忘れない経験であったと信じてやみません。 

 

５．その他 

 Nakatani RIES 2022 に関わってくださった全ての皆様に感謝申し上げます。特に、VISA 取得の段階か

らプログラム全体を指揮し、優しくサポートしてくださった中谷財団の小川研之さん、藤川郁子さん、

Georgia Tech 内での調整や研究インターンで行き詰ったときに相談に乗ってくださった Georgia Tech の

Prof. Takayama, Dr. Lee Soojung、2 か月間の研究インターンの機会を提供してくださったホストラボの

皆様、渡米前から応援してくださった名古屋大学 RIES Alumni の皆様、そしてこの夏をかけがえのない

ものにしてくれた Nakatani fellows、本当にありがとうございました。 

 


